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くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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2013年度社会福祉助成事業
助成先決定！

C O N T E N T S

「夏の宿泊研修」
NPO法人日本プラダ・ウィーリー症候群協会

「介護技術スキルアップ講座」および「認知症高齢者の傾聴講座」
社会福祉法人 草津町社会福祉協議会

P6

P2

P3

P8

チャレンジ！！ 介護福祉士  県社協における取り組み

くっきり！ 福祉の未来形 ～2012年度日社済助成事業報告

福島県社会福祉協議会における取り組み
日社済模擬問題セットの活用事例
「模擬問題セットで合格しました！」合格者体験談

「20歳の実感」成人の日 書き損じはがき収集ボランティア

山形市教育委員会・成人式実行委員会
荒川区教育委員会・成人式実行委員会
日置市教育委員会・成人式実行委員会

P10

P11

「空飛ぶ車いす」が社会科副読本に掲載されました。
福祉の共済コーナー

2013年度社会福祉助成金交付団体
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事業名 団体
高齢者支え合い傾聴講座 中空知・地域で認知症を支える会
多胎育児講演会 多胎育児サークルハッピーキッズ旭川支部
子育て支援者スキルアップセミナー 子育て応援団ひよこ
安達圏域障がい福祉事業所合同職員研修会 スケッチブック
第15回市民フォーラム「介護保険を考える」 徳心会
「自閉症スペクトラム障害」の啓発とサポート 日本自閉症協会
IFCO2013大阪世界大会 全国里親会
第51回　全国知的障害福祉関係職員研究大会 日本知的障害者福祉協会
日本社会事業大学「高齢者地域健康プロジェクト」 日本社会事業大学
回想法研修 ともしび会
新制度～こどもデイサービス～の人材育成研修 バリアフリーセンター・福祉ネットナナの家
専門職（栄養士、調理師（員）、保育士、教師）のための食物アレルギーガイド アトピッ子地球の子ネットワーク
車いす体験アドバイザー（体験授業指導者及び補助者）養成講座 いっぽ
子育て支援における相談重視者のためのスキルアップ研修 ひだまりの森
認知症高齢者の傾聴ボランティア講座（ブラッシュアップ） 傾聴ボランティア「ふれあい三輝会）
車いす修理技術講習会 神奈川工科大学車いす修理屋
福井県　自閉症支援　トレーニングセミナー2013 足羽福祉会
今後の社会福祉法人の役割の理解と介護職員の定着～魅力ある介護職・・・研修事業 みまき福祉会
第１回静岡市計画相談オリンピック 明光会
みんな仲間、集まれ「ウエルフェア塾」 ハルモニア
聴き上手は生き上手～傾聴ボランティアから仲間作り～ みよし市社会福祉協議会
支援のバトンをつなごうワークショップ研修 子育て支援を考える会TOKOTOKO
タッチケア技術の普及のための技術取得講座 三重地区社会福祉協議会　三重北校区支部
実習研修会～集う・学ぶ・生かす～ 子どもの村　Kyoto
グリーフケアの総合研究（継続と発展） 認知症の人と家族の会大阪府支部
利用者のQOLを高める適切な車椅子を考える研修会 介護保険市民オンブズマン機構大阪
福祉施設での成年後見制度説明会及び個別相談会実施 シビルブレイン
演劇を通したこころの健康啓発 こころネットKANSAI
歌体操を媒体として認知症者と交流するための歌体操研修会 歌体操介護予防市民塾
ヘルパー研修 兵庫県聴覚障害者協会
盲導犬使用者研修会（第８回ワンダフル会） 兵庫盲導犬協会
発達障害児と保護者支援のためのスタッフ研修 市民サポートセンター明石
中途視覚しょうがい者向け「音声パソコン」指導サポーター養成講座 ウエルネスハート
介護者のスキルアップ実践講座 認知症予防サポートネット
結成５０周年記念研究大会、リーダー研修会 奈良県手をつなぐ育成会
聴覚障害児・者の手話教室 みみっとの会
知的障害・発達障害児（者）の理解と支援の輪を広げるための研修 一条協会
親なき後の障害者をどう守るか・本当に使える成年後見・福祉信託制度を学ぶ研修 障がい者より良い暮らしネット
生涯研修課程　チームリーダー研修会 長崎県社会福祉協議会
宮崎・鹿児島県　児童福祉施設職員並びに子育て関係者合同研修会 こじぃの森・こどもの時間
職員研修 ドリーム　カム　ホーム
脳性まひ児の乗馬療法と改善成果 障害者のための馬事普及協会
2013アジア・パラアートTOKYO 日本チャリティ協会
日韓知的障害者サッカーフェスティバル 静岡県ハンディキャップサッカー委員会
地域資源と連携した発達障がい児の心の支援プログラム開発と実践研究 はなしのぶ
地域福祉活性化のためのコミュニティファンドに関する調査研究 宝塚市社会福祉協議会
障害のある子どものきょうだい支援プログラム「きょうだい・家族の思いと支援」冊子作成 ひょうご障害福祉事業協会
小地域ネットワーク事業の充実・強化と全市展開に関わる調査 登別市社会福祉協議会
介護支援専門員資格取得後の研修体系の構築 大阪介護支援専門員協会高槻・島本支部
ボディメカニクスを活用した介護による職員の腰痛予防の効果に関する調査研究 大阪介護福祉士会

対象事業 対象経費 助成額

研修事業
集合研修 社会サービスのあり方や専門的知識、技能の習得などをテーマとして開催

される集合研修事業（研修会、セミナー、講演会など）
講師謝金・交通費・宿泊費・
会場費・報告書作成費

助成対象項目経費合計
の８０％以内かつ
５０万円以内

派遣研修 福祉施設職員などが幅広い視野と専門性を持って支援業務に携わるため
に、他の福祉施設、団体などで一定期間実習する派遣研修事業

交通費・宿泊費・
報告書作成費

研究事業
実践研究 各福祉分野の先駆性ある事業の実践を通して行われる成果、課題のまとめ

などの実践研究事業
事業費・調査経費・
報告書作成費

調査研究 社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方法や体系、また就労、福利厚
生などをテーマとする調査研究事業

調査経費・
謝金・原稿料・報告書作成費

2013年度 社会福祉助成交付団体

助成対象事業／助成内容
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本
協
会
は
、
染
色
体
N
o
・
15
の
突
然
変
異
に
よ
る
先

天
性
疾
患
で
あ
る
プ
ラ
ダ
ー
・
ウ
ィ
ー
リ
ー
症
候
群
（
以

下
P
W
S
）
の
人
た
ち
に
関
わ
る
親
、
医
療
関
連
の
専

門
家
、
介
護
・
ケ
ア
関
連
の
専
門
家
の
方
々
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
、
生
活
の
Q
O
L
を
高
め
社
会
参
加
を

目
指
す
こ
と
、
親
の
日
々
の
ケ
ア
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
、
社
会
に
P
W
S
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な

ど
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
講
演
で

P
W
S
を
正
し
く
理
解
す
る

P
W
S
疾
患
は
1
万
5
千
人
に
1
人
の
割
合
で
発
症

す
る
稀
少
難
病
で
す
。
そ
の
症
状
は
様
々
で
、
行
動
の

問
題
も
多
く
日
々
の
生
活
で
の
対
応
や
ケ
ア
に
は
専
門

的
な
知
識
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
P
W
S
の
疾
患
名
は
知
っ
て
い
る
が
、

実
際
関
わ
っ
た
り
対
応
し
た
こ
と
が
無
い
専
門
家
が
多

く
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
親
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
支
援
者
や
教
育

者
の
方
々
に
も
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
就
学
期

か
ら
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
問
題
を
少
し

で
も
軽
減
し
て
い
く
た
め
、
2
0
1
2
年
8
月
26
日
〜

27
日
の
2
日
間
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ロ
ッ
ジ

舞
州
で
宿
泊
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
宿
泊
研
修
は

P
W
S
を
理
解
し
、
日
々
の
ケ
ア
や
体
調
管
理
な
ど
を

正
し
く
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
医
師
に
よ

る
講
演
で
海
外
の
P
W
S
事
情
を
知
り
、
日
本
の
関
係

者
と
し
て
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
国
際
介
護

者
会
議
に
参
加
し
た
専
門
家
の
報
告
を
聞
き
、
多
く
の

P
W
S
児
と
関
わ
り
適
切
な
対
応
を
指
導
し
て
頂
い
て

い
る
臨
床
心
理
士
か
ら
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

参
加
者
の
話
や
対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
に
よ
る
成
果

今
回
の
宿
泊
研
修
は
南
は
九
州
か
ら
北
は
新
潟
、
金

沢
ま
で
全
国
か
ら
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
過
去
2
回
の
宿

泊
研
修
会
参
加
経
験
者
や
、
今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
親
が
勇
気
を
持
ち
積
極
的
に

我
が
子
の
疾
患
の
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
現
在
抱
え
て
い

る
問
題
を
予
測
し
、
最
小
限
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
P
W
S
の
こ
と
を
理
解
し
、
関
わ
り
合
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
医
師
や
支
援
者
と
知
り
合
う
こ
と
で
、

何
か
あ
れ
ば
○
○
先
生
に
、
○
○
施
設
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
け
る
と
い
う
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
親
が
年
齢
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
現
在
抱
え
て
い
る
悩
み
や
子
ど
も
の
近
況
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
心
を
開
く
こ
と
に

よ
り
様
々
な
専
門
家
の
方
々
と
知
り
合
い
、
世
界
と
日
本

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
知
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て

連
携
し
て
い
く
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
今
後
の
協
会
活
動
に
関
し
て
多
く

の
声
を
頂
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
協
会
活

動
の
方
向
性
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
・
介
護
分
野
の
専
門
家
の
参
加
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
教
育
関
係
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

夏
の
宿
泊
研
修

●
事
業
成
果
報
告
集

N
P
O
法
人  

日
本
プ
ラ
ダ
ー
・
ウ
ィ
ー
リ
ー
症
候
群
協
会

副
理
事　

松
本
　
和
恵

ワークショップ グループディスカッション
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「
介
護
技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

平
成
24
年
7
月
25
日
　
午
前
・
午
後

介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
資
料
を
元
に
高
齢
者

の
機
能
低
下
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
当
施
設
利
用
高
齢

者
と
一
緒
に
介
護
予
防
体
操
を
実
際
に
行
う
こ
と
、
ま

た
介
護
職
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
運
動
機
能
訓
練
指
導
技

術
を
学
び
、
介
護
予
防
体
操
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
の
部
で
は
各
事
業
所
よ
り
集

ま
っ
た
職
員
に
最
新
の
介
護
技
術
を
実
際
に
実
習
し
て

貰
い
、
職
員
か
ら
の
Q
＆
A
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

午
前
中
は
杏
林
大
学
の
理
学
療
法
学
科
講
師
を
招
き
、

事
業
所
職
員
を
対
象
と
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
講
師
よ
り
認
知
予
防
、
転
倒
予
防
体
操
等
を
学

び
高
齢
者
の
運
動
機
能
向
上
に
役
立
て
る
よ
う
、
ご
教

授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
に
は
町
内
事
業
所
職
員
が
直
接
講
師
よ
り
介
護

技
術
を
学
び
、
日
頃
忙
し
か
っ
た
り
、
遠
方
開
催
の
た

め
研
修
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
も
、
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

事
業
の
成
果

「
講
座
」
は
、
当
社
協
運
営
の
通
所
介
護
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
自
立
型
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
高

齢
者
サ
ロ
ン
」
の
職
員
の
啓
発
に
多
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

ま
ず
通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
従
来
の
利
用
者
へ
の
運

動
訓
練
技
術
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
、
介

護
職
員
が
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
取
入
れ
ま
し
た
。
自
立

型
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
平
均
年
齢
86
歳
と
い
う
高

齢
に
も
関
わ
ら
ず
意
欲
的
で
、
年
齢
に
し
て
は
き
つ
い
か

「
介
護
技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」お
よ
び「
認
知
症
高
齢
者
の
傾
聴
講
座
」

●
事
業
成
果
報
告
集

社
会
福
祉
法
人 

草
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

山
本
　
麗
江
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と
思
わ
れ
る
体
操
も
こ
な
し
、
半
月
程
経
っ
た
頃
、
利
用

者
よ
り
「
不
安
定
で
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
足
が
し
っ
か
り

し
て
軽
く
な
っ
た
」、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
来
る
楽
し
み
が

増
え
た
」、
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
う
れ
し
い

報
告
が
、
現
場
職
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
サ
ロ
ン

利
用
者
か
ら
は
「
片
方
ず
つ
重
点
的
に
運
動
す
る
と
と
て

も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
り
役
立
っ
た
」、「
わ
か
り
や
す

い
講
座
だ
っ
た
」、「
サ
ロ
ン
の
回
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
」

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
今
後

も
こ
の
よ
う
な
講
座
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

「
認
知
症
高
齢
者
の
傾
聴
講
座
」

平
成
24
年
10
月
3
日
〜
4
日

認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で
支
援
す
る
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、
自
宅
及
び
施
設
等

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
高
齢
者
の
不
安
や
孤
独
の
軽
減

に
寄
与
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
認

知
症
高
齢
者
の
傾
聴
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
前

の
募
集
に
対
し
、
予
想
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
2

日
間
を
通
し
て
参
加
し
た
30
名
が
、
受
講
修
了
者
と
な

り
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
す
で
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
、
施
設
職
員
、
日
常
生
活
自

立
支
援
員
、民
生
児
童
委
員
等
、多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
傾
聴
活
動
の
草
分
け
的
存
在
の
N
P
O
法
人

ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
に
お
願
い
し
、
事
例
に

沿
っ
た
解
説
と
、
対
応
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
実
習
を
2
回

計
8
時
間
実
施
し
ま
し
た
。
昨
今
高
ま
る
傾
聴
講
座
へ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
内
容
の
講
座
を
、
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
よ
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
座
を
定
期
的
に
実
施
し
て
ほ
し

い
と
の
ご
意
見
が
多
数
出
ま
し
た
。
認
知
症
と
傾
聴
の

関
連
は
、
今
後
介
護
技
術
に
お
い
て
重
点
的
な
位
置
に

置
か
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
お
り
、
参
加
者
の
意
欲
が

伺
え
ま
し
た
。

今
回
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
実
習
を
中
心
と
し
た
為
、
初

心
者
に
は
難
し
い
内
容
で
し
た
が
、
事
例
は
実
際
の
場

面
に
即
し
た
内
容
で
、
受
講
生
に
は
認
知
症
の
理
解
、

傾
聴
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
必
要
な
内
容
で
あ
る
か
ら

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」、「
技

術
を
身
に
つ
け
る
に
は
時
間
が
か
か
る
が
勉
強
し
て
い

き
た
い
」、「
入
所
し
て
い
る
母
親
の
為
に
実
践
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、「
今
後

要
請
が
あ
れ
ば
個
人
宅
に
も
訪
問
す
る
準
備
が
あ
り
ま

す
」、「
訪
問
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
い
っ
た
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
講
座
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

資
金
面
で
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
当
社
協
の
立
地
環
境

で
は
、
講
師
を
招
く
た
め
に
は
、
相
当
の
経
費
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
各
事
業
所
が
連
携
を
と
り
、
関
係
機

関
の
専
門
家
に
よ
る
講
座
を
実
施
し
、
向
上
を
図
る
と

い
っ
た
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
顕
著
に
改
善
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
ス
キ
ル
や
意
識
の
向

上
も
み
ら
れ
、
特
に
介
護
技
術
（
身
体
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
技
術
や
器
具
の
利
用
）
及
び
認
知

症
の
理
解
度
、
利
用
者
へ
の
対
応
の
変
化
等
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
質
の
高
い
講
座
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



20代

年　齢

介護福祉士受験準備講習会アンケート結果

経験年数 施設種別

全体を通じての感想 あなたのニーズにあっていましたか 職務に役立つと思いますか

19.4%

5年未満

10～15年
15～20年
20年以上

5～10年

63.5%

特養・老健
34.1%

通所介護
21.8%

訪問介護
15.3%

グループホーム
13.5%

障害児 1.2%
生活保護 0.6%
社　協 3.5%
その他 10.0%

27.6%

5.9%
1.8%

良くない
無回答

4.1%
4.7%

0.6%

30代
19.4%

良い
57.1%

大変良い
16.5%

おおいに
15.9%

おおいに
32.4%

ある程度
55.9% ある程度

44.1%

何とも言えない
22.4%

何とも言えない
16.5%普通

17.6%

40代
32.9%

50代

無回答

27.6%

0.6%

いいえ
無回答

4.1%
1.8%

いいえ
無回答

4.7%
2.4%
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!! 

介
護
福
祉
士
」県
社
協
に
お
け
る
取
り
組
み

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
取
り
組
み

当
社
協
で
は
、
国
家
試
験
対
策
と
し
て
、
介

護
福
祉
士
受
験
準
備
講
習
会
を
講
義
8
日
間
、
模

擬
試
験
1
日
間
の
計
9
日
間
の
日
程
で
実
施
し
、

合
格
を
目
指
す
皆
さ
ん
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
約
2
0
0
名
の
方
に
受
講
い

た
だ
き
ま
し
た
。
8
日
間
の
講
義
の
中
で
は
、
テ

キ
ス
ト
に
沿
っ
て
講
義
を
行
う
と
と
も
に
、
科
目

ご
と
に
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!! 

介
護
福
祉
士
」
教
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
問
題
を

解
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

テ
キ
ス
ト
で
勉
強
し
た
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
出

題
さ
れ
る
の
か
、
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
講
習
会
を
受
講
さ
れ
る
皆
さ
ん

は
、「
試
験
勉
強
自
体
が
久
し
ぶ
り
」
と
い
う
方

が
多
く
、
試
験
問
題
を
読
む
、
答
え
を
導
き
出
す
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に

慣
れ
て
お
ら
ず
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
と
っ
て
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
!! 

介
護
福
祉
士
」
教
材
は
、
問
題
を
解

き
、
解
答
用
紙
に
確
実
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
も
含

め
て
、
試
験
の
絶
好
の
予
行
練
習
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
模
擬
試
験
で
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
!! 

介
護
福
祉
士
」
教
材
を
活
用
し
、
試
験
全

体
の
時
間
配
分
、
本
試
験
の
雰
囲
気
等
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!! 

介
護

福
祉
士
」
教
材
の
問
題
は
わ
か
り
や
す
く
、
講
習

会
で
学
ん
だ
こ
と
や
こ
れ
ま
で
の
勉
強
の
成
果

が
確
認
で
き
、
受
講
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
信
頼
で
き

る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
講

習
会
を
受
講
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
で
忙
し
く
、
試
験
勉
強
の
時
間
が
十
分
取
れ

な
い
方
、
そ
も
そ
も
試
験
勉
強
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
方
々
が
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
や
試
験

勉
強
の
方
法
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
ヒ
ン
ト
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
効
果
的
な
講
習
会

の
内
容
を
組
み

立
て
る
と
と
も

に
、
講
習
会
を

受
講
で
き
な
い

方
に
は
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
!! 

介

護
福
祉
士
」
を

お
勧
め
し
、
一

人
で
も
多
く
の

方
の
国
家
試
験

合
格
を
後
押
し

で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努
め

て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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チャレンジ！ 介護福祉士 県社協における取り組み

日
社
済
模
擬
問
題
セ
ッ
ト
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

提
携
6
県
社
協
の
担
当
者
と
の
面
談
を
通
じ
て

日
社
済
で
は
、
介
護
現
場
の
最
前
線
で
働
き
な

が
ら
「
介
護
福
祉
士
」
資
格
を
目
指
す
方
々
へ
の

学
習
支
援
の
観
点
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
擬
問
題

セ
ッ
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
介
護
福
祉
士
」
を
作
成
し
、

永
年
に
亘
り
多
く
の
受
験
希
望
者
に
提
供（
1
セ
ッ

ト
3
5
0
0
円
に
て
斡
旋
販
売
）
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

ま
た
同
時
に
、
岩
手
・
秋
田
・
福
島
・
山
梨
・

長
崎
・
佐
賀
の
6
県
社
協
と
提
携
し
、
各
県
社
協

が
実
施
す
る
「
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
講
座
」
に

お
い
て
、
主
に
学
習
の
最
終
段
階
の
「
力
試
し
模

擬
試
験
」
の
講
座
で
、
当
会
の
模
擬
問
題
セ
ッ
ト

（
無
償
提
供
）
を
実
際
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
提
携
6
県
社
協
の
担
当
者

を
訪
問
し
て
、
率
直
に
当
会
の
模
擬
問
題
セ
ッ
ト

に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
6

県
社
協
が
共
通
で
お
話
し
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
し

て
、
1
点
目
は
、
受
験
対
策
講
座
の
受
講
者
は
限

ら
れ
た
方
々
な
の
で
、
も
っ
と
幅
広
く
受
験
希
望

者
に
対
す
る
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
具
体

的
に
は
、
自
宅
学
習
者
へ
の
学
習
支
援
等
を
強
化

し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
2
点
目
は
、
こ

の
「
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
講
座
」
等
の
支
援
事

業
を
赤
字
事
業
に
は
し
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
具
体
的
に
は
、
広
い
県
域
で
あ
っ
た
り
、
離

島
を
抱
え
て
い
た
り
し
て
、
受
験
講
座
開
設
た
め

の
会
場
確
保
、
日
程
調
整
等
に
そ
れ
ぞ
れ
大
変
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
当
模
擬
問
題
セ
ッ
ト
に
対
す
る
率
直

な
感
想
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
前
記
の
自
宅
学
習
者

支
援
の
た
め
に
大
変
助
か
り
ま
し
た
と
の
ご
意
見

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
あ
る
県
で
は
、模
擬
問
題
セ
ッ

ト
を
斡
旋
し
て
、多
く
の
方
々
か
ら
の
購
入
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は

単
に
自
宅
学
習
者
へ
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
受
験

講
座
開
設
の
た
め
の
会
場
費
等
に
充
当
で
き
る
な

ど
各
県
社
協
の
財
源
確
保
に
も
役
立
っ
た
と
の
お

話
で
し
た
。
ま
た
模
擬
問
題
セ
ッ
ト
自
体
の
感
想

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
①
3
回
分
は
お
得
感
が
あ
る
。

他
の
模
擬
問
題
よ
り
圧
倒
的
に
安
い
。
②
マ
ー
ク

シ
ー
ト
が
つ
い
て
い
て
試
験
本
番
さ
な
が
ら
の
臨

場
感
が
得
ら
れ
る
。
課
題
と
し
て
は
③
正
誤
表
が

多
い
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
県
で

は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
よ
り
多
く
の
受
験

希
望
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

模
擬
問
題
セ
ッ
ト
に
掲
載
の
問
題
を
使
っ
て
、
平

成
25
年
度
以
降
受
験
生
を
対
象
に
、
超
直
前
試
験

対
策
と
し
て
メ
ル
マ
ガ
方
式
で
の
模
擬
問
題
提
供

を
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
の
受

験
資
格
変
更
を
見
据
え
た
積
極
的
な
展
開
を
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
会
と
し
て
も
こ
う
し
た
県
社
協
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
支
援
し
連
携
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働

き
な
が
ら
資
格
取
得
を
目
指
す
方
々
へ
の
更
な
る
支

援
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私が会社勤めの傍ら介護ヘルパー2級課程を修了し
たのは平成16年、55歳のときでした。それから5年後、
60歳定年を機に「在宅登録ヘルパー」を始めました。
現在の施設に転職したのは本年2月1日でした。
私は1年位前から受験勉強を始めました。試験まで

あと3ヶ月となったとき、焦りも混じり不安になって
きましたが、模擬問題を最初から繰り返しやって試験
に臨もうと決めました。休みを利用して「試験本番」
と同じ時間に、午前・午後と模擬問題を何度か続け「本
番はこれだ」と自分に言い聞かせ納得し試験日をむか
えました。
試験開始後は、まず問題を読み、自信のある問題か

ら解いてゆき、分からない問題は後回しにし、最後ま
で解らない問題も白紙にせず、模擬問題を思い出し、
時間いっぱい考えて試験終了。そして……、結果は念
願の「一発合格！！」でした。
「チャレンジ！！介護福祉士」で良かったことは実際
の試験と同じマークシート方式なので、落ち着いて試
験本番に臨めたこと。また、問題及び解答で「○正解
の理由」「×間違っているのはここ」と解説を繰り返し
読んだことが、記憶として残っていたことです。年齢
的に覚えも悪くなり、なおかつ働きながら勉強すると
いう厳しい状況を救ってくれたのが「チャレンジジ！！
介護福祉士」だと感謝しています。

模擬問題セットで、一発合格！
東京都葛飾区 お花茶屋ロイヤルケアセンター 

萬年  繁三　63 歳

日社済
事務局
より



82013.4

山
形
市
の
成
人
の
祝
賀
式
実
行
委
員
会
で
は
、「
書
損
じ

は
が
き
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福

祉
弘
済
会
が
支
援
し
て
い
る
工
業
高
校
生
の
「
空
飛
ぶ
車
い

す
」
活
動
の
支
援
に
な
り
ま
す
。
書
損
じ
は
が
き
は
切
手
に

交
換
し
、
企
業
等
の
協
力
に
よ
り
切
手
を
現
金
化
し
て
パ
ン

ク
し
な
い
タ
イ
ヤ
の
購
入
や
、
工
業
高
校
か
ら
国
際
空
港
ま

で
の
車
い
す
輸
送
費
用
等
に
充
て
て
い
ま
す
。

成
人
式
に
集
め
ら
れ
た
は
が
き
は
、
山
形
市
教
育
委
員

会
・
社
会
福
祉
課
の
鈴
木
さ
ん
と
成
人
祝
賀
会
実
行
委
員
の

新
成
人
大
村
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
、
社
会
貢
献
に
造
詣
の

深
い
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
の
山
形
支
社
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

※
山
形
市
で
は
３
年
前
に
成
人
式
を
迎
え
た
時
も
「
か
け
が

え
の
な
い
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
書
き
損
じ
は
が

き
を
収
集
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
活
動
を
全
市
町
村

の
教
育
委
員
会
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
輪
が
広
が
っ
て

来
て
お
り
ま
す
。
山
形
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。（
事
務
局
）

東
京
都
荒
川
区
で
は
、
新
成
人
に
も
社
会
に
目
を
向
け
て

ほ
し
い
、
と
い
う
気
持
ち
と
、
今
年
度
の
成
人
の
日
の
つ
ど

い
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
「
飛
翔
」
に
掛
け
、
実
行
委
員

会
に
お
い
て
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
支
援
事
業
へ
の
協
力
と
し

て
「
書
損
じ
は
が
き
収
集
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
の
行
わ
れ
た
1
月
14
日
は
東
京
で
は
大
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
終
了
後
、
新
成
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
谷
川 

智
美
さ
ん　
子
ど
も
と
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

何
度
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
海
外
な
ど
へ

範
囲
を
広
げ
た
「
誰
か
の
役
に
た
っ
て
い
る
！
」
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
20
歳
と
い

う
節
目
の
時
に
、
自
分
以
外
の
人
々
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

小
泉 

あ
り
さ
さ
ん　
募
金
と
い
う
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

違
い
、
皆
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
す

ご
く
良
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
知
名
度
が
広
が
っ
て
協
力

者
が
増
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤
次 

晃
司
さ
ん　
成
人
式
で
今
回
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
の
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
荒
川
区

内
の
人
の
た
め
だ
け
な
く
、
遠
く
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
何

成
人
式
に
で
き
る
社
会
貢
献
活
動

「
20
歳
の
実
感
」成
人
の
日
書
き
損
じ
は
が
き
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
成
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

山
形
市
成
人
の
祝
賀
式
実
行
委
員
会

山
形
市
教
育
委
員
会

荒
川
区
成
人
の
日
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

東
京
都
荒
川
区
教
育
委
員
会

左から2人目が大村さん 中央が鈴木さん



9 2013.4

か
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
は
多

く
の
人
の
協
力
が
無
い
と
行
え
な
い
の
で
、
今
後
も
成
人
式

な
ど
で
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

山
本 
貫
之
さ
ん　
多
く
の
は
が
き
が
集
ま
っ
て
、
少
し
で

も
役
に
立
て
て
良
か
っ
た
で
す
。

長
田 
実
紗
さ
ん　
ひ
ど
い
雪
の
中
で
行
わ
れ
た
成
人
式
で

し
た
が
、
集
め
ら
れ
た
書
き
損
じ
は
が
き
は
、
私
た
ち
が
予

想
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
枚
数
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
く

感
じ
ま
し
た
。「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
支
援
事
業
を
知
っ
て
い

る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
20
歳

に
な
っ
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
書
き
損
じ
は
が
き
が
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
て
良

か
っ
た
ね
！
と
、
思
い
出
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
に
参
加
し
て
、
空
飛

ぶ
車
い
す
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
ら
素
敵
だ
な
〜
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
に
お
け
る
企
画
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と

な
り
、
し
か
も
実
行
委
員
長
と
い
う
大
役
ま
で
授
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
教
育
委
員
会
の
方
か
ら
、「
こ
う
い
っ
た
活
動
も
あ
る

よ
」
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
、「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
支
援
事
業

の
「
書
き
損
じ
は
が
き
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
で
し
た
。

資
料
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
自
分
た
ち
よ
り
若
い
高
校
生
が

全
国
各
地
で
頑
張
っ
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
動
を

受
け
、
同
時
に
そ
の
活
動
の
存
在
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
自
分

に
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
、
自
分
も
な
に
か
参
加
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
実
行
委
員
会

の
賛
同
も
得
て
、成
人
式
当
日
の
企
画
は
、収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

「
は
が
き
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」
な
ど
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
と
え
は
が
き
が
集
ま
ら
な
く
て
も
、

私
と
同
じ
よ
う
に
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
活
動
の
存
在
を
知
り
、

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
気
付
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
案
内
状
に
同
封
し
ま
し
た
。

成
人
式
終
了
後
、回
収
し
て
み
る
と
予
想
を
超
え
た
約

7
0
0
枚
の
は
が
き
が
集
ま
り
、そ
の
一
枚
一
枚
に
込
め
ら
れ
た

思
い
に
、感
謝
と
感
動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
私
た
ち
が
行
っ
た
活
動
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
小
さ
な
思
い
が
、
20
歳
を

迎
え
た
仲
間
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
伝
わ
り
、「
小

さ
な
こ
と
で
も
誰
か
の
た
め
に
な
る
！
」
を
実
感
し
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
周
り
の
い
ろ
い
ろ
な
人
々
に
支
え
ら
れ
て
生

き
て
き
た
自
分
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
の
為
に
で
き
る
こ
と
に

広
い
視
野
を
持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
を
支
え
て
い
け
る

人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
は
が
き
は
、「
空

飛
ぶ
車
い
す
」
の
タ
イ
ヤ
購
入
費
や
輸
送
費
等
に
活
用
さ
れ

る
と
聞
き
ま
し
た
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
助
に
な
れ
た
喜
び
と
、
実
行
委
員
会
に
携
わ
り
、
少
し
だ

け
成
長
で
き
た
自
分
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と 

—
—
一
つ
の
小
さ
な

思
い
が
繋
が
り
合
い
、
そ
れ
が
大
き
な
輪
と
な
っ
て
、
人
と

人
と
が
無
理
せ
ず
に
支
え
合
う
世
の
中
に
な
っ
て
い
け
た
ら

ど
ん
な
に
素
敵
な
こ
と
だ
ろ
う
…
。

感
動
、そ
し
て
感
謝
。

鹿
児
島
県
日
置
市
平
成
25
年
成
人
式
実
行
委
員
長
　
有
村
　
美
里

成人式終了後も、実行委員作成のポストを区
役所の窓口に設置して、はがきを回収
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「
空
飛
ぶ
車
い
す
」が
高
等
学
校
の
„
社
会
科
副
読
本
＂に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「空飛ぶ車いす」は、無理なくできるボランティアでリレー
に参加する国際協力活動です。このボランティアリレーの
しくみや高校生の車いす修理活動が、わかりやすく掲載さ
れておりますので、ご紹介申し上げます。
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日社済会員施設の皆様へお役に立つために
ー自分にできることは何があるだろうー
「福祉の共済」担当者として社会福祉施設の皆様の元へご訪問をはじめた
当初、このことを常に考えていました。その最中、会員施設である「育
成福祉会」との出会いがありました。育成福祉会では社会福祉に対する
崇高な精神のもと社会福祉振興に邁進されるだけでなく、社会貢献にも
非常に高い意識をお持ちでした。また、日社済の事業についても深いご
理解があり、会員施設の皆様への説明会を通して私の活動をサポートし
ていただきました。育成福祉会の施設長が当時会長をされていた「知的
障害者福祉協会」の集いでも、日社済の【福祉の共済】を紹介してくださっ
たのです。自分の使命を模索していた中、この重要な役割を担う皆様へ、
【福祉の共済】を通じてきっとお役に立てることを見付けた瞬間でした。

園長先生と一緒に考え、取り組んだ
「世界の絵本展」「おこづかい教育出前教室」
のびる保育園では創立30周年記念事業として、子どものための質の良い本とは何か、
世界や日本の歴史を振り返りながら、絵本作家が絵本を通して伝えたい思いを感じて
もらおうと「世界の絵本展」を企画されました。日社済担当者として日社済の助成事
業を通して関わることができ、非常にやりがいを感じることができました。また、の
びる保育園ではジブラルタ生命で全国的に無料開催している「おこづかい教育出前教
室」を開催することができました。この教室は子どもの「お金力」を高め、賢く生き
る力を養うことを目的としており、先生方だけでなく、保護者の方にもご好評を賜り、
担当者冥利に尽きる喜びでした。

社会貢献を通して皆様のお役に立てる喜び
「歌と音楽を通して高齢者の方に“元気”を届ける」をコンセプトとした「虹の会」では、
全国の老人福祉施設を巡回しています。日社済ではこの事業に共催しており、沖縄の
訪問では私が複数の施設をお手伝いさせていただきました。その中で「ふくぎ会」と
の出会いがあり、当日は童謡や懐かしい歌謡曲を中心に音楽の輪が広がる素晴らしい
時間を共有できました。利用者の方はもちろん、スタッフの皆様も地域の方々も生き
生きとした笑顔で楽しまれている様子に、自分自身も素直に感動した時間だったのを
記憶しています。私の仕事は会員施設の方々へ生命保険を通して人生のサポートをす
ることです。その役目はもちろんのことですが、この社会福祉というかけがえのない
重要な役割を日々果たされている皆様へ日社済担当者としてお役に立つこと、これが
私の使命です。その使命を果たせるよう今後とも精進していきたいと存じます。

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

ジブラルタ生命保険株式会社

日社済【福祉の共済】を担当している
ジブラルタ生命の担当者を紹介します
ー沖縄エリア沖縄第二支部 我

ガ ネ コ
如古ライフプラン・コンサルタント（LC）の声よりー

新・ジブラルタ生命は、おかげさまで１周年
ジブラルタ生命は、2012年1月1日にAIGエジソン生命およびエイアイジー・スター生命と合併し、おかげさまで１周年を迎えました。
これからも安定した財務基盤のもと、お客さまにご提供するサービスのクオリティをさらに高めてまいります。
※ご契約いただいている保険の契約内容につきましては、合併に伴う変更は一切ございませんので、ご安心ください。

コールセンター　０１２０-３７-２２６９
ホームページ http://www.gib-life.co.jp
受付時間　平日8：30 ～ 20：00　土曜9：00 ～ 17：00 （日曜・祝日・12/31～1/3を除く）

ご契約内容に関するお問い合わせや、ご請求手続きに関するご相談がございましたらコールセンターまでご連絡ください。

左から我如古LC、比嘉LC

社会福祉施設を通して社会貢献に取り組むきっかけになった『育成福祉会』施設長
の皆様 左から 與那施設長、我如古LC、屋嘉部施設長、稲福施設長

先生方や保護者向けに「おこづかいセミナー」を開催させて
いただいた『のびる保育園』 左から外間園長、我如古LC

虹の会を通して慰問訪問させていただいた『ふくぎ会』の皆様（左）
我如古LC（右）稲福LC



「
空
飛
ぶ
車
い
す
」２
０
１
２
年
活
動
レ
ポ
ー
ト
　

W
e

lfa
re

［
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
］

発
 行
 日：
平
成
25年

4月
15日

   編
集
・
発
行
：
公
益
財
団
法
人
 日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
　
〒
130-0022 東

京
都
墨
田
区
江
東
橋
4-24-3  TEL :03（

3846）2172   FA
X :03（

3846）2185

NEWS 50Nisshasai
［日社済ニュース］

［ウェルフェア］

くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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2013年度社会福祉助成事業
助成先決定！
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「夏の宿泊研修」
NPO法人日本プラダ・ウィーリー症候群協会

「介護技術スキルアップ講座」および「認知症高齢者の傾聴講座」
社会福祉法人 草津町社会福祉協議会
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チャレンジ！！ 介護福祉士  県社協における取り組み

くっきり！ 福祉の未来形 ～2012年度日社済助成事業報告

福島県社会福祉協議会における取り組み
日社済模擬問題セットの活用事例
「模擬問題セットで合格しました！」合格者体験談

「20歳の実感」成人の日 書き損じはがき収集ボランティア

山形市教育委員会・成人式実行委員会
荒川区教育委員会・成人式実行委員会
日置市教育委員会・成人式実行委員会
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「空飛ぶ車いす」が社会科副読本に掲載されました。
福祉の共済コーナー

2013年度社会福祉助成金交付団体
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